
なった学校は町内に

ある養春小学校では3
り行われました。（詳細



まちのわたい 1 

田原中学校校舎

田原中学校閉校式の様子。手前は社代の卒業アルバムが

展示されていました。

永い間、

地域の中心となった学舎。
ありがとう。

ー田原中学校・養春小学校一

""'"""""""'"'"'""""'"'"'"""""""'""'""""'"'"'"""""""'"""""""'"'"'""""'"'"'"""""""'"' 
平成22年度をもって田原地区の田原中学校
が64年、姫地区の養春小学校が133年の歴史に

幕を閉じました。

さようなら蓑春実行委員会により開かれた閉校式典。

過去の学校の写真が展示されました。

尭
春
小
学
校
（
丸
谷
昌
良
校
長
）
で
は

3

月
2
3
H
に
、
田
原
中
学
校
（
川
口
文
生
校

長
）
で
は

3
月
2
4
H
に
閉
校
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

田
原
中
学
校
閉
校
式
で
は
、
川
口
校
長

が
「
1
7
4
7
人
の
卒
業
生
た
ち
の
足
跡

は
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
中
学
校
の

歴
史
と
柏
神
は
残
り
紬
け
ま
す
。
」
と
式
辞
。

そ
し
て
最
後
の
在
校
生
2
名
に
よ
り
、
田

原
中
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
地
元
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。尭
春
小
学
校
で
は
、
卒
業
式
の
後
に
閉

広
報
く
し
も
と
で
は
次
号
か
ら
町
内

h
作
の

0
1
3
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す。
詳
細
は
、
本
紙
15
ペ
ー
ジ
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

‘
,
0
 
,v 

れ
、
写
真
の
展
不
や
旋
春
小
の
雁
史
を
ま

と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
貝
会
委
員
長
の
柳
谷
昌
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
学
校
か
ら
声
が
開
こ
え
て

こ
な
い
と
息
う
と
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
養
在
小
は
、

1
3
3
年
に
旦
っ

舎校

て

2
1
0
4
人
の

f
ど
も
達
を
育
て
卜
げ
、

校学
さ
よ
う
な
ら
と
ニ
口
つ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

．
 

麟
の
養
存
は
形
を
変
え
て
、
地
域
の
文
化
の

殷
堂
と
し
て
、
地
域
の
絆
を
よ
り
強
く
結

び
付
け
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
チ
叩
し
ま
し
た
。

田
肱
中
在
校
生
2
名
は
古
沖
川
町
立
占

座
中
学
校
に
、
養
春
小

11校
生
10
名
は
曲

向
小
学
校
に
辿
学
さ
れ
ま
す
。

佼
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
↑
の
前
田
遥
さ
ん

は
「
み
ん
な
で
休
み
時
間
に
遊
ん
だ
こ
と

が
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
学
校
は
閉
ま
っ

て
し
ま
う
け
ど
、
遊
び
に
来
ま
す
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

閉
校
式
で
田
嶋
IQJ
長
は
「
今

H
か
ら
こ

の
尭
春
小
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場

所
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
が
、
地
域

の
力
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た

2
7
H
に
は
、
「
さ
よ
う
な
ら
投
春

実
行
委
員
会
」
に
よ
る
閉
校
式
典
が
行
わ

Contents | 

May.2011 ． 
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0人 ロ・・・・・・ 78,753人

0世帯数…•.. 9,127世帯

町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
広
報
紙
に
対

し
て
興
味
を
持
っ
て
手
を
伸
ば
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
な
、
旬
月
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
を
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン

の
変
史
を
行
い
ま
し
た
。

現
状
に
泌
足
し
立
ち
止
ま
る
よ
り
も
、

時
代
に
そ
っ
た
「
よ
り
よ
い
広
報
紙
」

を
H
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
役
場
職
貝
を
見
か

け
ま
し
た
ら
気
軽
に
話
し
か
け
て
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
く
息
い
ま
す
。
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
M
)

広
報
作
成
に
あ
た
っ
て

ぉ
子
さ
ん
の
び
真
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎もくじ

p 3……まちのわだい
•田原中学校・養春小学校閉校
•東北地方太平洋沖地震支援
•潮岬学童保育所開所

・トルコ航空元機長串本訪問

p 7•…••よろこびかなしみ
p 8•…••町職員の人事異動
p 9……病院新任医師の紹介
P 10……保健センターだより
Pll……手当額の改定／情報公開条例の連用状況
Pl2 …•••お知らせ行事

串本町の人口と世帯 I 
【男性，..8,736人・女性，．， 70,077人】

【平成23年3月31日現在】
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1 まちのわたい I 

｀ 
J.匹 Iと

1日問の受付1こもかかわらす 1,669名の方々
が協力してくださいましたc

一――;.

トラックを見送るべく、出発式に参加いただいた皆さん

宮古市へ向けて出発するトラック

■出
発
式

翌
n
1
8
H
、
白
米
の
ほ
か
、

f
ど
も

用
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
生
理
川
品
な

い
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
地
域
は
、
南
海
・
東
面
海
地

雲
を
控
え
て
お
り
、
こ
の
度
の
衷
災

は
、
自
分
の
＊
の
よ
う
に
息
っ
て
い

た
だ
け
た
粘
果
だ
と
磁
じ
て
お
り
ま

す。

1
日
で
も
早
く
宮
占
巾
に
こ
の

想
い
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
思
い
を
の
せ
、
出
発
し

た
ト
ラ
ッ
ク

2
台
は
、
翌

H
の
1
9
H

午
後
1
時
30
分
、
宮
古
市
へ
無
事
到

着
し
、
宮
古
市
か
ら
「
物
惰
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
」
と
お
礼
の
連
絡
が

入
り
ま
し
た
。

こ協力いtこだきました義援金の半額は、串本岡
と災害支援協定を結んています岩手県宮古市への

莞援金とさせてい「こにき残リ半額はEl本赤十字

社を浬じて被災地への義援金とさせていただきま

す。

こ協力い↑こたい↑こ皆様、本当にあリかとうござ

いました。

尚 4月15El以降につきましても役場本庁舎

にて蓑援金募集を継続して巧つてまいリます。

ら
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
次
々
と
白
米
を

持
っ
て
訪
れ
ま
し
た
。

白
米
を
持
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
は
、

「
行
け
る
も
の
な
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し

に
行
き
た
い
。
」
「
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
付
締
め
切
り
の

6
時
を
迎
え
る
ま

で
人
の
流
れ
は
|
ま
ら
ず
、
そ
の
結
果

山
座
川
町
の

h
々
か
ら
屈
け
ら
れ
た
も

の
を
含
め
、

1
6
6
9
人
（
山
本
側
1

4
2
6
人
・
古
兜
川
側
2
4
3
人
）
の

方
々
に
協
力
い
た
だ
き
、
合
0
1
2
0
.
3

ト
ン
も
の
白
米
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

東北地方太平洋沖地震義援金

義援金総額

東北地方太平洋沖地震支援活動

ここ的と,11~~
災害支援協定を結んでいる岩手県宮古

市から不足している物資の連絡を受け、

串本町は町全体で、支援しようと 3月17

日に「白米」の支援を串本町民に呼びか

けました。

■岩
手
県
宮
古
市
と
串
本
町
の
関
係

本
州
の
四
方
位
の
最
端
の
地
（
岩

手
県
宮
古
市
、
山
口
県
下
関
し
巾
、
和

歌
山
県
串
本
町
、
青
森
県
大
間
町
）

の
各
自
治
体
か
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特

竹
を
活
か
し
た
交
流
を
通
じ
て
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
16
年
1
月
に
本
州
四
端
協
議
会
を

設
立
。平成
2
1
年
1
月
に
は
、
「
人
規
模

災
害
時
に
お
け
る
本
州
四
端
協
議
会

を
構
成
す
る
地

h
公
共
団
体
の
相
h

ど
が
12
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
2
台
に
積
み
込

ま
れ
、
訪
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
送

ら
れ
、
午
前
10
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

出
発
式
で
田
嶋
町
長
は
「
1
日
の
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
2
0
.
3
ト
ン
も
の

懲
く
よ
う
な
贔
の
白
米
を
提
供
い
た
だ

援
助
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
お
り
、

こ
れ
は
被
災
し
た
自
治
体
の
み
で
は
ー

分
な
応
忌
措
9

直
が
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
応
急
措
協
及
び
復

In
に
必

要
な
自
治
体
間
の
相
互
援
助
協
力
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■1
日
限
り
の
協
力
依
頼

東
北
地

h
太
平
洋
沖
地
哀
発
↑
か
ら

4
日
後
の

3
月
15
日
、
本
州
四
端
協
議

会
事
務
局
の
ド
関
市
を
通
じ
て
宮
古
市

か
ら
の
支
援
要
泊
と
し
て
「
白
米
が
不

31,368,353円
（平成23年4月15日現在）

足
し
て
い
る
の
で
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

串
本
町
で
は
、
町
全
体
で
宮
古
市
を

支
援
し
よ
う
と
白
米
の
提
供
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1
日
で
も
早
く
支
援
物
資
を
届
け
る

た
め
、
設
け
た
受
付
期
間
は
翌
H
1
7
B

の
1
日
間
の
み
で
、
時
間
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
6
時
ま
で
。

当
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
と
占

座
分
庁
含
の

2
箇
所
に
て
受
付
を
開
始
。

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
始
時
間
前
か

宮古市へ

町民の想し

受付場所の串木町又化センター

¥
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1 まちのわだい I 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

l
野
山
保
育
所
の
＂
則
田
紀
代

f

所
長
は
「
仕
市
を
し
て
い
る
保

護
者
の

h
々
か
ら
、
下
校
後
の

子
ど
も
達
が
心
配
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

h
々
が
安
心
し
て
仕
事
に
取
り

組
む
た
め
に
も
こ
の
よ
う
な
場

所
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

f

ど
も
達
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ

う
な
学
ぶ
保
育
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

22
楽
し
い
学
童
保
育
を
目
指
し
て

;

潮

岬

学

童

保

育

所

国
の
地
域
子
育
て
創
生
事
業
補
助
令

を
受
け
て
賃
貸
惜
物
件
の
改
修
を
行
い
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
潮
岬
学
童
保
育
所

（
潮
岬
ー
7
0
8
番
地
）
が
、

3
月
22
日

か
ら
開
所
と
な
り
ま
し
た
。

串
本
町
に
お
け
る
学
童
保
育
所
は
、

串
本
、
四
向
に
続
き
3
箇
所

R
と
な
り

ま
す
。
対
象
は
小
学
1
年
生
か
ら
3
年

生
で
、
現
在
18
名
通
所
し
て
い
ま
す
。

事
業
委
託
先
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

改
修
さ
れ
た
潮
岬
学
童
保
育
所

＾
 

2
7
1
エ
号
の
恩
返
し
が
出
来
た

;
i〗

ト
ル
コ
航
空
元
機
長
訪
問

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
時
に
テ
ヘ
ラ
ン
に

残
さ
れ
た

h
イ
ラ
ン

H
本
人
を
救
出
し
た
ト

ル
コ
航
空
の
一
几
機
長
で
あ
る
オ
ル
ハ
ン
・
ス

ョ
ル
ジ
ュ
さ
ん
ら

4
名
が

3
月
2
7
日
、
樫
野

崎
を
訪
れ
、
岩
谷
知
逍
区
長
を
始
め
と
す
る

樫
野
区
民
に
迎
え
ら
れ
、
慰
霊
碑
に
て
献
花

式
を
行
い
ま
し
た
。

今

lnl来
町
し
た
の
は
、
オ
ル
ハ
ン
さ
ん
の

妻
ヘ
ル
ガ
さ
ん
、
1
8
9
0
年
の
エ
号
逍
難

時
に
救
助
さ
れ
た
殉
難
将
士
の
孫
で
あ
る
ネ

ビ
ン
・
セ
レ
ス
さ
ん
と
ひ
孫
の
エ
ム
レ
・
セ

レ
ス
さ
ん
の
4
名
。

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
当
時
の
イ

ラ
ク
大
統
領
に
よ
る
「
18
時
間
後
に
イ
ラ
ン

の
上
空
を
飛
ぶ
す
べ
て
の
飛
行
機
を
撃
ち
落

と
す
」
と
い
う
声

明
が
発
せ
ら
れ
、

テ
ヘ
ラ
ン
空
湛
に

取
り
残
さ
れ
た

n

本
人
2
1
5
名
が

生
命
の
危
機
に
瀕

し
て
い
た
時
、
ト

ル
コ
航
空
機
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
し
て

ォ
ル
ハ
ン
さ
ん
ら

が
現
地
に
向
か
い
、

慰霊碑に献花を行ったオルハンさん、ヘルガさん、

ネビンさん、 Tムレさん（写真左から順）

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
直
前
、
日
本
人
の
救
助

に
成
功
し
ま
し
た
。

オ
ル
ハ
ン
さ
ん
は
「

n本
に
対
す
る
視

近
感
は
当
時
か
ら
抱
い
て
い
た
。
助
け
に

行
っ
た
令
員
が
エ
号
の
史
実
を
知
っ
て
い

ま
し
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
（
収
り
残
さ
れ

た
日
本
人
）
全
貝
を
助
け
ら
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
息
う
し
、
（
エ
ロ
々
の
）
恩
返
し
が
出

来
ま
し
た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

献
化
式
に
出
席
し
た
田
嶋
町
長
は
「
歴

史
は
1
2
0
年
以
上
に
旦
り
、
こ
の
想
い

か
永
く
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
す

ば
ら
し
い
人
情
を
後
批
に
受
け
綿
い
で
い

く
使
命
を
改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

＼
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| （4月？讐岳讐四ます。） I 

近
畿
大
学
医
学
部
小
児
科
教
室

主

任

教

授

竹

村

司

医

師

1 町職員の人事異動 I 

4月lEl付で串木町職旦の人事異動が発令されました。ここでは、

課長・主幹・副課長級•新規採用職呂についての人事、及ひ退職者についてこ紹介します。〔 〕は前職•前所履

▼
産
業
振
興
課

課

長

堀

LI
徳
弘
〔
環
培
衛
生
課
長
〕

▼
会
計
課

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
事
務
取
扱
）

中

村

薫

〔
環
塩
衛
↑
諜
主
幹
、
串
本
町
古
座
川

町
衛
生
施
設
＊
務
組
合
派
遣
〕

ご
環
境
衛
生
課

課
長
束
道
一
〔
総
合
業
務
課
長
〕

主
幹
、
串
本
町
古
座
川
町
衛
生
施
設
事

務
組
合
派
遣

新
町
立
病
院
開
設
に
伴
い
、
専
任
小
児
科

に
の
要
請
か
串
本
町
よ
り
な
さ
れ
、
近
畿
大

学
医
学
部
小
児
科
か
、
そ
の
什
務
を
お
引
き

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
病
院
完
成
ま
で
は
古
座
川
病
院
で
診
察
を

行
い
ま
す
。

常
勤
の
柳
田
英
彦
医
師
は
、
温
厚
な
性
格

で
、
小
児
科
仝
般
の
診
療
技
術
に
優
れ
た
医

師
で
あ
り
、
当
地
へ
の
赴
任
を
お
願
い
し
ま

し
た
。私は
、

f
供
の
腎
臓
病
、
お
し
っ
こ
の
畏

常
を
き
た
す
疾
患
か
専
門
で
、
月
に
一
度
、

こ
ち
ら
へ
診
察
に
参
り
ま
す
。
ま
た
、
当
科

の
岡
田
泌
医
師
は
、
低
身
長
や

f
ど
も
の
内

分
泌
病
（
甲
状
腺
疾
患
、
副
腎
孜
患
な
ど
）

ァ
税
務
課

課

長

井

沼

士

〔

税

務

課

主

幹

〕

主

幹

久

原

芳

払

〔
総
合
業
務
課
‘
十
幹
〕

▼
総
務
課

副
課
長
鈴
木
｛
郎〔総
合
業
務
課
専
門
貝
〕

▼
企
画
財
政
課

課
長
、
新
病
院
建
設
準
備
室
長
兼
務

稲
叶
寺
男

〔
企
画
財
政
諜
主
幹
、
新
茄
院
建
設
準

備
杢
長
、
土
地
間
発
公
社
業
務
兼
務
〕

主
幹
、
土
地
開
発
公
社
業
務
兼
務

出
嶋
正
人
〔
企
阿
財
政
諜
＋
幹
〕

田
中
正
文〔
学
校
教
育
課
副
課
長
〕

副
課
長

屠

全
般
の
診
療
を
、
月
に
．
度
こ
ち
ら
で
行
う

f
定
で
す
。

診
察

nは
、
約
一
ヶ
月
前
に
掲
―
・
小
い
た
し

ま
す
の
で
、
古
座
川
病
院
事
務
所
ま
で
確
忍

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
畿
大
学
と
ゆ
か
り
の
深
い
山
本
J
Q
J
で
、

同
大
学
医
学
部
小
児
科
が
、
今
力
で
仕
民
の

お
子
様

h
の
健
康
な

4
活
と
成
長
を
応
援
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
禅
、
ご
助
一
日
を
お
願

い
申
し
じ
げ
ま
す
。

1 :=規採用看護師|

古
座
川
病
院
小
児
科

院

長

代

理

柳

田

英

彦

医

師

4月から、小児科に赴任寸ることになりました
柳田英彦です。近畿大学医学部付隣病院J」＼児科で

主に、神経・筋、発達障害（自閉症・アスペルガー

症候群など）、腎臓疾患を専門にしていました。今

後は、地域の皆様に、より密着した小児科医療を

目指してかんばっていこうと考えています。性格は、

マイペースでふんわりしています。なんでもお気

軽にで相談ください。

串
本
病
院
内
科
医
員

岸
本
和
也
医
師

▼
行
政
職

谷
口
秀
行
〔
参
事
、
企
画
財
政
課
長
〕

沖
槃
守
ー
〔
参
中
、
産
業
抵
興
課
長
〕

鈴
木
辛
大
〔
参
事
、
会
計
管
坪
者
〕

寺
悩
邦
夫
〔
参
事
、
串
本
病
院
事
務
長
〕

伊

藤

埜

〔
環
境
衛
生
課
｀
十
幹
、
串
本
町
占
座
川

町
衛
生
施
設
事
務
組
合
派
逍
〕

副

課

長

中

田

匠
〔
環
様
衛

4
諜
専
門
員
〕

▼
串
本
病
院
・
古
座
川
病
院

串
本
病
院
事
務
長
・
古
座
川
病
院
事
務

長
兼
務

橋
本
新
蔵〔
古
座
川
病
院
市
務
長
]

▼
生
涯
学
習
課

主
幹
濱
口
自
↑
〔
総
務
課
主
幹
〕

て
保
健
福
祉
課

副
課
長
右
坪
希
汀

〔
産
業
振
典
課
専
門
貝
、
典
業
委
員
会
〕

和
深
総
合
セ
ン
タ
ー
長

邸
岡
茂
樹〔
保
健
福
祉
諜
専
門
員
〕

▼
学
校
教
育
課

副
課
長
栗
林
宏
明〔
総
合
業
務
諜
副
課
長
]

岡
地
小
出
宮下・

写真左上段から

猪口誠人、磯野和之、矢本恵子、杉本美穂、嶋ゆかり

写真左下段から

馬場志保、田堀有希、中峰礼子、宮木員美、森木香苗

この度、 4月から串本病院へ赴任することにな
りました岸本和也です。内科を担当させていただ

きま寸。

これまで大学病院の勤務が主であり、初めての

町立病院での勤務となります。今のところ、不安

も感じておりますが、町民の皆様のこ協力のもと、

精一杯がんばっていきたいと思います。 1可卒よる
しくお願いします。

田

村

節

司

（
企
画
財
政
課
）

業務経験を活かし、町民の皆様
の快適な三らしの為に頑張りた
いと思いますのて、宜しくお願
い致します。

勝
〔
税
務
課
長
〕

戊
芙
〔
保
健
福
祉
諜
主
幹
〕

亀
男
〔
保
健
福
祉
諜
主
幹
、

和
深
総
合
セ
ン
タ
ー
長
〕

長
介
守
〔
什
涯
学
習
諜
主
幹
〕

田
端
喜
美
枝
〔
什
民
課
副
諜
長
〕

井
戸
由
起
子
〔
内
血
保
育
所
所
長
心
得
〕

小
浦
み
ゆ
き
〔
学
校
教
育
諜
用
務
貝
〕

▼
医
療
職

赤
松
功
博
〔
古
叱
川
病
院
・
院
に
代
理
〕

桐
山
戊
久
〔
古
座
川
病
院
・
副
院
長
〕

橋
本
和
臼
〔
串
本
病
院
・
外
科
医
貝
〕

平
瀬

、
十
税
〔
串
本
病
院
・
内
科
医
貝
〕

堀
口
友
紀
〔
古
脱
川
病
院
・
内
科
阪
貝
〕

宮
本
紀
汀
子
〔
串
本
病
院
・
看
設
帥
長
〕

矢
次
信
子
〔
古
脱
川
病
院
・
呑
護
師
長
〕

淡
佐

n朋
子
〔
串
本
病
院
・
看
護
師
〕

神
浦
玉
子
〔
古
叱
川
病
院
・
准
看
護
師
〕

中
美
知
子
〔
古
叱
川
病
院
・
准
石
護
師
〕

洞

f
里
〔
古
叱
川
病
院
・
准
看
設
師
〕

西

大

輔（
西
向
保
育
所
）

城

貴
大

（
串
本
消
防
署
）

子ともか毎日、保育所へ行く干か 忘校を卒業したはかりで、知らな
楽しみになるよう、また、 1呆饂考 いことも多いと思いますが、串本
の方に安心していただけるよっ頑 町のために自分で出来ることを一
張りたいと思います。 生態命がんばりたいと思います。

中

裕

幸（
環
境
衛
生
課
）

新

田

瑞

（
住
民
課
）

五年閻、尻間企業で勤務した経験 町民の皆様に信頼していただける
を活かし、住民目線を持った職貝 仕車が出来るように努力したいと
になりたいです。宜しくお願いし 思います。宜しくお即いします。
ます。

＼
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保健センターだより

`̀,.コ/J叫ノし手硲哀活当

平成23年4月分から手当の額が改定されました。

手当額については、物面変動に応じて自動的に額

を改定する「物価スライド制」がとられています。

平成22年度（月額） 平成23年度（月額）

全部支給の場合 41,720円 41,550円
児菫扶養手当

一部支給の場合 9, 850-41, 710円 9,810-41,540円

l級 50,750円 50,550円
特別児菫扶養手当

2級 33,800円 33,670円

特別障害者手当 26,440円 26,340円

障害児福祉手当 74,380円 14,330円

福社手当（経過措置分） 74,380円 14,330円

ーお問い合わせ先一

串本町役場保健福祉課合0735-62-0562（直通）

猜蔑裕開冤液唸欧運9用視:;5兄

平成22年度（平成22年 4月 1日～平成23年 3月31日）の串本町情報公開条例の運用状況は次の

とおりです。

部分開示状況

合事審法個 酒

務 潟 人

事 等 人 用
業検事
業

執ノイ丁ー 討 活 声|弓 状
I圭弓 動

清'|青

酎 幸見幸見幸見南 況

件

数

処理内訳

開合不非部開 内

ホ 分

受開

の 開

率計理示示示 訳

33 9 - 6 - 3 件

％ 数

開示詰求件数

合建総税住総 所

合

設業務民務 仁巨

務

酎課課課課課 課

＇ 
g 4 l 2 l l 件

数

保健センター5月の行事予定は下記のとおりです。
※健診等についてのお申し込み•お問い合わせは、

保健センター (e0735 62 6206)まで。

【成人関係】
5月分検診日程 健康相談

→一 三冒三実施R 受付月問 芍定 白 大眼 油合l ；` 壕 "/j
700~750 ． ． 津荷老人憩いの家前地

5月llEl(7.K) 
830~920 ． ． 姫老人憩いの家付近
lO 00~ lO lO ． ミートショップハヤマ様駐車坦
lO 20~ lO 40 ． 田岨巫気店様自宅前
720~800 ． ． 控野翌協前
8 40~ 9 30 ． ． 須江漁協
9 50~10 10 ． 須江和呈旅館様前

5月16巳（月）
lO 30~ lO 40 ． 出雪観襟寺召広場
13 10~13 30 ． 洵師中学校消防屯所
13 40~14 00 ． 蘭創平忍コミュニティーセンター
14 10~ 14 40 ． 潮師公民館
14 50~ 15 lO ． 潮岬林自動車様イ寸近
700~ 730 ． ． 佐部内田商店様前
800~840 ． ． 古座浣さかぜ図

5月20巴（金）
13 10~13 20 ． 古田吉年クラブ
13 40~13 50 ． 西向老人憩いの家
14 00~14 lD ． 目津パーラートマト様駐車場
14 30~14 50 ． 古座漁会駐車場（梅野合果枡前）
7 31)~ 9 30 ．． ． 串本西小学校体育館（有田）

5月22El(El) lO oo~ lO 20 ． 有田公民館
lD 30~ lD 50 ． ＝色集会所

5月27巳（金） 13 00~13 50 ● 由本町保他センター

5月29El(El) 730-930 ．． ．． 伊串多E的呉会祈及び漬様尼車呈

6月1日（水） 13 00-13 50 ● 古座志さかぜ園

6月3日（金） 13 00-13 50 ● 串本武迫館

6月8巴（水） 13 00-13 50 ● 串本武道館

6月10巴（金） 13 00~13 50 ・南師公民館
6月17巴（金） 13 00~13 50 ● 串本町保健センター

●印は受けられる検診を表しています。

※特定健診につきましては、 4月1日1見在串本町国保の迄格を有し、健診当日において串
本町民であり、かつ平成23年4月1日現在串本町111民健衷保険に加入している40~74歳の
方が対象となります。特定健診受診の際には串本町国民健哀保険証をこ持答くださいc

※申し込みをされていない方でも当日会名にお越しいただければ受診できます。

（但し、特定健診・ 言がん検診は前日の夜9時以降絶食、大勝がん検診は検診写用容器が
必要なのでそのぢては出来ません）

9:30-10:30 I津荷集会所
5 月 25 日（水） 113:00~14:00 I古田百年クラブ

14:30-15:30 I田原山村交流センター
※誰でもお気軽に会場へお越しください。

（血圧測定や健康についての相談を受けております）

献血

実施日 受付時間 会 滉

5月19日（木） 13: 15-16:00 古旦出‘戸舎
（フイオノズクラブ共偕）

5月25日（水） 10:00-16:00 冠叫臼唱1車与
（フイオノスクフブ共催）

【乳幼児関係】
乳幼児健診

日時 埒所 内 容

5月12日（木） 保健センター 1点6ヵ月児及び
13 00~13 30 2階 2歳6ヵ月児性診
5月19日（木） 保健センター

lOヵ月～ 1歳児健診
13 00~13 30 2階
5月23日（月） 保健センター 4ヵ月梵健診＆
13 00-13 30 2階 BCG接種
5月23日（月） 保健センター

6ヵ月児他診
13 30-14 00 2階

⑭広報くしもと 2011.5

介護予防関係（お元気プロジェクト）

四施日 1 宍施時間 1 実施考所 内容

三坦こ I且且：号 1苔呈芸／？階|臣迂ニニ互巨旦；， 

乳幼児予防接種

実施日 時間 内 容

5月lO日（火） 13: 10-13:40 三桓混合 1期初回

5月17日（火） 13:l0-13:401 MR（麻しん旦しん混合）2期

5月18日（水） 13: 10-13:40 二穂混合 1期追加

5月24日（火） l3:l0-13:401 MR（麻しん旦しん混合）2期

5月23日（月） 13:00-13:30I BCG 

5月18日（水） 9 3]~12 00 有田公民館
筋トレステッフ茫動ストレッチ

栄蓑の話と昼食会

5月24日（火） 9 30~11 00 田原連絡所 筋トレステップ酒勁ストレッチ

5月25日（水） 9印～IIOO 有田公民館；
筋卜しステップ茫動及び忌さ調

節ストレッチ

5月27日（金） 9 30~11 00 古座分庁舎3階 朋トレステッフ廼勁ストレッチ

各種教室

容内寺cuu
 
日

げんきっこくらふ速足 速岬望楼の芝

5月10日（火） I雨天保健センター (11 00~） 
ll:00~l3:00 ※お弁当持参で現地集合

6ヵ月児～3歳児対象

5月25日（水）
l3:30~ 
Iマタニティー教室（後明）

※一種混合の予防接植対象は 7函6ヵ月未満のhですリ
（三神混合1期初回は20~56日の間隔で3回該神します）
※MR（麻しん・風しん混合）の接種対象は
2刷…5~7点本満で小学校就学前の 1年開（幼稚園・保育
所の年長のh)

※予防桜杜・教*'及びひろばの会垢は保健センター 2階です，
※げんきっこくらぶの開催で大候か小安定な場合は、保健セ
ンターにお問い合わせください「J

広報くしもと 2011.5 (11)1 



一

夏
さ

人
事
院
で
は
国
家
公
務
員
採
用

m種

試
験
（
．
紬
校
卒
業
程
度
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

了

職

種

行
政
事
務
・
税
務
・
農
業
士
木
・
林
業

マ
受
験
資
格

平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年

4
月

1
H
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
申
込
受
付
期
間

平
成
23
年
6
月
21
日
（
火
）

I

平
成
23
年
6
月
2
8
B
（火）

※
巾
込
用
紙
、
受
験
案
内
は
5
月
9

H
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

烹
第
1
次
試
験

平
成
23
年
9
月
4
日
(H)

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

但
し
、

1
件
あ
た
り
の
助
成
限
度
額

は
2
0
0
万
円
で
す
。

▼
締
切
日

平
成
23
年
5
月
31
日
（
火
）

▼
申
請
受
付
窓
口
•
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
庄
業
振
興
課

60735

—

62-0557 

（
匝
通
）

◇
串
本
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

マ
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
休
・
グ
ル
ー
プ
が
計

画
す
る
個
竹
的
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
原
則
と
し
て

3
分

の
1
以
上
の
自
己
資
金
を
持
つ
も
の
。

ァ
助
成
金
額

補
助
金
額
の
最
高
限
没
額
は
、
原
則

と
し
て
1
件
30.h
円
、
最
低
限
没
額
は

1
件
10
ガ
円
と
す
る
。

ご
募
集
締
切

平
成
23
年
5
月
31
日
（
火
）

▼
申
請
受
付
窓
口
•
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
企
圃
財
政
課

60735

—

62_0556 

（
直
通
）

企
圃
財
政
課
祈
病
院
建
設
洪
備
室
で

は
、
新
病
院
の
物
品
に
つ
い
て
入
札
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

マ
入
札
参
加
の
条
件

（
ア
）
平
成
23
年
4
月

I
n現
在
、
串

本
町
内
に
店
舗
ま
た
は
、
中
務
所
を
有

し
、
平
成
22
年
に
営
業
を
行
っ
て
い
る

こ
と（
イ
）
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

マ
入
札
予
定
物
品

•
カ
ー
テ
ン

・
ブ
ラ
イ
ン
ド

・
待
合
椅
子
、
机
な
ど
什
器

朕

視
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

平
成
23
年
(
2
0
1
1
年）

7
月
24
日
ま

で
に
終

rし
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
て

い
な
い
機
器
に
つ
い
て
は
、
地
ー
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
，
J
す
る
時
点
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
す
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
と
し

て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
挽
え
る
か
、
現
在
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
収
り
付
け
て
視
聴
で
き
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

(
N
T

＞
）
で
は
、
総
務
省
の
要
請
を
受
け
、

デ
ジ
ア
ナ
変
換
の
朽
定
洋
入
に
よ
り

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
批
幣
を
対
象
に

平
成
27
年
3
月
未

nま
で
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
挽
し
て
放
送

さ
れ
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
対
応
で
き
て
い
な
い
テ
レ
ビ
で
も
、

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
プ
ワ

． ．．．． ． 
デジタルテレピ畳•""亭伝い

゜干＝、•清北
声 ・．． ．．． 

人
事
院
近
畿
事
務
局
（
試
験
係
）

6
0
6
1
4
7
9
6
_
2
1
9
1
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
¥
w
w
w
.jinji.g
o
.j
p
¥
k
i
n
k
i
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・
病
室
ベ
ッ
ド
、
診
察
台
な
ど

▼
募
集
期
間

平
成
23
年
5
月
2
日
（
月
）

1

平
成
23
年
5
月

13n（金）

▼
申
込
方
法

ー
参
加
を
希
望
す
る
物
品
名

②
仕
所
・
社
名
・
代
表
者
名

出
翌
話
番
号
•
F
A
X

番
号

|
／
①
を
記
載
し
た
「
入
札
参
加

中
込
書
」
を
滸
価
宇
ま
で
封
書
に
て
送

付
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
「
様
式
送
付
希

望
」
と
明
記
の
上
、

F
A
X
に
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

了
送
付
•
お
問
い
合
わ
せ
先

仕
所
串
本
町
串
本
2
1
1
3

—

l

介
画
財
政
課
新
病
院
建
設
準
備
室

'0735

—

69

—

15ll 

r0735

—

69

—

l512 

そ
の
ま
ま
視
聴
で
き
ま
す
。

※
デ
ジ
ア
ナ
変
換
と
は
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
方

式
に
変
換
し
て
放
送
す
る
も
の
で
す
。

デ
ジ
ア
ナ
変
換
の
消
人
は
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
停
止
後
も
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
継

続
し
て
利
用
し
た
い
と
い
っ
た
要
望
に

対
応
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
和
歌
山
）

6073

—

403

—

414l 

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社

z
T
V

60120

—

222|505 

釈

串
本
町
で
は
、
活
力
あ
る
観
光
の
町

づ
く
り
に
頁
献
す
る
事
業
及
び
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
収
り
組
み
に
関
す
る
事

業
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
地
場
産
業
育
成
及
び
観
光
事
業
等

推
進
資
金
助
成
事
業

▼
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
体
（
準
ず
る
各
種
団

休
を
含
む
）
が
実
施
す
る
半
業
で
、
地

場
産
業
と
観
光
事
業
が
協
力
し
、
観
光

客
の
増
加
に
貢
献
す
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

マ
助
成
金
額

申
請
さ
れ
た
事
業
貨
総
額
80
％
以
内

の
額
。

ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
3
月
に

乳
幼
児
の
先
亡
症
例
が
報
告
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
一
時
接
種
が
中
止
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
直
接
的

な
因
果
関
係
か
明
確
に
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、

4
月

1
H
（
金
）
か
ら
採

種
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

串
本
町
で
は
、
平
成
23
年
6
月
か
ら
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
の
貨
用
助
成
を
れ
い

ま
す
。

5
月
中
旬
以
降
、
費
用
助
成
の

対
象
と
な
る
方

(
2
ヶ
月

1
5
歳
未
泌

の
力
）
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

60735

—

62

—

6206 

串
本
町
に
住
民
登
録
を
打
し
、
か
つ

在
仕
の
方
で

75
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

ま
た
は
枇
帯
全
員
が

75
歳
以
上
の

h
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
骨
を
対
象
に
火
災

報
知
器
の
取
り
付
け
を
無
料
で
支
援
し

ま
す
。※
火
災
報
知
器
本
体
の
購
人
代
金
に

係
る
補
助
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
支
援
対
象

nP募
集

連絡先

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TEL 7 2-0 0 8 1) 

本 病院
(TEL62-0635) 

座川病院

(TEL 72-0280) 

校教育課
(TEL 72-001 7) 

涯学習課

(TEL62-0006) 

本町図書館

(TEL62-4653) 

健センター
(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内

（フリーダイヤル0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
http://www.town.kushimoto.wakayama.」pi

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
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5]国国国ロロロ
日曜 行車内容（時間） 場 所 主世課等

l2太 人権行敢相談 串本 町 役場 住民課

(13 30-15 30) 4 階会譲室

19木 行政相談 古座唱 祉センター 住 民 課

(13 30-15 30) 

26木 人権行政相談 大島開発センター 住 民 課

(13 30-15 30) 

ト記の方より、串本町ふるさとのまちづく

り応援基金に対し、寄付をいただきました。

ご原意に深く感謝中し上げますとともに、

いただきました寄付は有効に活用させていた

だきます。

0大阪府箕面市在住

1
世
帯
あ
た
り
2
箇
所
ま
で
で
、
ビ

ス
止
め
が
出
来
る
機
秤
が
対
象
で
す
。

※
電
気
配
線
等
の
別
途
T
市
が
必
要

な
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
受
付
期
間

平
成

23
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
21
年
3
月
3
1
n
ま
で

※
串
本
町
役
場
本
庁
舎
、
古
沖
分
庁

含
、
潮
岬
公
民
館
、
有
田
公
民
館
、
田

並
公
民
館
、
和
深
公
民
館
、
紀
伊
人
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
田
原
連
絡
所
に

巾
請
書
類
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
受
付
窓
口
•
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課

60735

—

62_0562 

面通）

広
報
く
し
も
と
に
掲
載
す
る
お
子

さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の
写
真
を

広
報
で
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
年
齢

町
内
在
住
の

0
ー
3
歳
児

●
申
込
方
法

申
晶
書
デ
ー
タ
と
、
お
子
さ
ん
の
写
真

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
企
画
財
政
諜
ア
ド
レ

ス
ヘ
送
付
す
る
か
、
企
画
財
政
課
へ
申
請

書
と
、
写
真
デ
ー
タ
を
泊
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
※
匝
接
お
持
ち
の
場
合
は
、

月
耀

n
i金
耀
日

（祝

n
・
年
末
年
始
除
く
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
受
付
。

※
巾
拍
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
企
画
財
政
課
で

配
布
し
ま
す
。

●

写

真

．
頃
部
が
切
れ
て
い
な
い
も
の
。

・
顔
が
鮮
明
に
、
大
き
く
写
っ
て
い
る
も

の
が
好
ま
し
い
で
す
。

●
必
要
事
項

•
お
f

さ
ん
の
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齢
、
竹
別

太田 卓利様

; 
.．` 

`‘•9 ー--一） 1 

3月に行われた串本消防による設置状況調査

古見きゅう氏

水
中
万
真
家
古
見
き
ゅ
う
氏
の
作
品

展
「
W
A
I海
の
中
で
も
み
ー
ん
な
仲

良
し
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
約
40
点

を
展
ホ
予
定
で
、
海
の
中
の
魚
た
ち
の

愉
快
な

H
常
を
切
り
取
っ
た
作
品
屈
で
、

思
わ
ず
に
っ
こ
り
し
て
し
ま
う
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。

烹
開
催
期
間

平
成
2
3年
3

月

1
9日
(
—)
1

平
成

23
年
8
月
31
日
（
水
）

て

場

所

串
本
洵
中
公
園
セ
ン
タ
ー

水
族
館
B
ゾ
ー
ン

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
庄
業
振
興
課

60735

—

62

—

0557 

串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

60735

—

62

—

l122 

・
保
設
者
の
お
名
前
と
ご
住
所
、
連
絡
先

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
お

f
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
）

30
文
字
ま
で

●
そ
の
他

•
投
稿
有
効
期
間
は3
ヶ
月
と
し
ま
す
。

・
掲
戟
希
望
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

r承
く
だ
さ

い
。
（
月
に
2
名
程
度
掲
載
予
定
）

・
携
帯
屯
話
で
の
搬
影
デ
ー
タ
は
圃
索
数

が
低
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
汁
意

く
だ
さ
い
。
掲
載
で
き
な
い
場
合
か
あ

り
ま
す
。

・
苫
竹
権
は
串
本
町
に
帰
属
し
ま
す
。

・
写
真
等
の
個
人
佑
報
は
、
広
報
掲
載
以

外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
先
•
お
問
い
合
わ
せ
先

巾
本
町
役
場
企
圃
財
政
課

6
0
7
3
5
|
6
2
_
0
5
5
6
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ー
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ド
レ
ス
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昨年の火災・救急件数
- 3月31日現在一

火災件数

建物 0件

林野 0件

その他 1件

合計 1件

救急件数

交通 29件

急病 234件

その他 91件

合計 354件

火災のない住みよい豊かな町づくり
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面通）

［広告］ 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本港内海岸消掃の打ち切りのお知らせ
~ ~ - -~―~ ~ ~ ~ ~―~―~―~ ~ ~ ~ ~ - -~―~ -~ ~ 

串本愛）U会と串本海上保安署が実施しておりました「串本港l村海岸消掃」
は、 10年をぃ切りとして昨年をもって打ち切ることとなりました。

平成12年から始まりました当訊動は、串本町内外から多数のボランティ

アの皆様の参加をいただき、昨年で10回という長きにわたる活動が出来ま

した。

今まで参加いただきました多数の団体様、個人様に御礼申し卜げます。

串水愛月会会長吉川相大

串本池上保安臀岬長 河野廣志

⑮広報くしもと 2011.5 広報くしもと 2011.5 ⑭ 
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第11回 古座Illクリーンアッフ大作戦
雄大な流れと美しい景観を誇る古座川をカヌーツーリングしながら

流域のゴミ拾いを行います。また昼食時には、河原で串本の海の幸

を食しながらの交流会を開催します。
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L お問い合わせ・申込み ］ 
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申込締切日 5月10日（火） I 

集合場所：古座川町月の瀬温泉ぽたん荘

コース：一枚岩～鶴川橋（昼食） ～ぽたん荘

参加料金：大人 2,000円（昼食代・保険料込み）

小学生以下1,000円

古座観光協会 TEL0735-72-0645 

（受付： 9: 00 -17 : 00) 

※カヌーをレンタルされる方は、別途2,100円

必要です。

※小雨決行

※古座川クリーンアップ大作戦は予約制とな

ります。

※カヌー初心者の方でもインストラクターが

同行しますので、安心してご参加ください。

【広告】町収入の一部とするにめ有料広告を掲載しています。

古座町役場


